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４ その他（参考）

① 情報連絡体制

市町村災害対策本部

開 設 要 請 初期行動による報告

被災状況報告・協議

学校災害対策本部 教育委員会

指示・支援

ＰＴＡ・地域団体等 教 職 員

災 害 発 生

警 察 署
消 防 署

発 見 者 保健福祉事務所
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養 護 教 諭 学 級 担 任 長

・ 教
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頭 委
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長

学
医 療 機 関 保 護 者

校

医

※ 体制図の中に各関係機関の電話番号等を記入し、誰でも閲覧できる場所に掲示しておくこと。
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② 報道機関対応マニュアル

取材があった際は、誠意をもって対応し可能な限り取材に協力するよう心がける。
また、場合によっては、報道機関の取材前に積極的に報道発表していく姿勢も大切である。

１ 対応の基本姿勢
(１) 積極的な情報の公開

個人情報や人権等に最大限配慮しながら、正確な情報と事実を積極的に公開する。
また、事実を隠蔽しているのではないか等の誤解を生じさせないよう、決して拒否的な態度

はとらない。
ただし、公開できない情報や教育的配慮により取材に応じられないときは、その必要性を十

分説明し、理解を求める。
※ 一方的に「取材に応じられない」といった対応は決してしないこと。

(２) 誠意ある対応
報道機関を通じ、学校の対応や今後の方針等も広く保護者や地域に伝えられるため、学校と

報道機関との信頼・協力関係が保たれるよう、取材には誠意をもって対応する。
(３) 公平な対応

報道機関に情報を提供する場合は、どの報道機関に対しても情報や対応に差異が生じないよ
う公平に行う。

２ 対応のポイント
(１) 窓口の一本化

説明は、責任者（管理職等）が窓口となり対応する。責任者が不在のときは、その旨を説明
し、でき得る限り責任者から連絡するようにする。また、報道対応にあたる教職員間で意思の
疎通を図り、情報を共有する。

(２) 報道機関への要請
取材が一度に殺到し、現場の混乱が予想される場合は、児童生徒等の動揺を防ぎ、正常な学

校運営を維持するため、適切な取材方法等を要請する。

【例】
○ 校地内への立入り可能場所について
○ 児童生徒等に対する取材の可否について
○ 取材場所及び時間について
○ 記者会見の予定について

(３) 取材者の確認
報道機関から取材があった際は、社名・氏名・電話番号・取材内容等を必ず記録する。

(４) 取材意図の確認及び準備
あらかじめ取材意図等を確認し、予想質問に対する回答を作成等する等、的確な回答ができ

るよう準備する。準備にあたっては、事実関係が正確に把握できているか、推測の部分はない
か、人権やプライバシー等の配慮はできているか等の事項に留意するとともに、警察等の関係
機関と事前に協議を行う。

(５) 明確な回答
把握していないことや不明なことは、その旨を明確に伝え、誤解につながる返答はしない。

また、決まっていないこと、答えられないことは曖昧に返答せず、その理由を説明し、対応で
きる時期を示す。万が一間違って説明したことが判明したときは、直ちに取材者に訂正を申し
出る。

(６) 教育委員会との連携
事前に教育委員会と緊密に連携を図るとともに、記者会見を開く際の留意事項等についての

助言等、支援を要請する。
(７) 記者会見

取材が殺到する場合は、教育委員会と連携を図り、学校運営が混乱しないよう時期や場所等
を決め、記者会見を行う。また、取材が長期化する場合は、記者会見を定例化することも考え
る。
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③ 災害用伝言ダイヤルの利用方法

大災害発生時には、安否確認・問合せ等の電話が爆発的に増加し、電話回線が混雑することで学校
と保護者の連絡が困難になることが予想される。

そこで、保護者への対応として、ＮＴＴが設置する「１７１（災害用伝言ダイヤル）」を利用するこ
とで、安否情報等の伝達の向上を図ることができる。

このシステムは、被災地内の電話番号をメールボックスとして、安否等の情報を音声により伝達す
るものである。

１ 位置のお知らせ
震度６弱以上の地震発生時等にテレビやラジオ等でＮＴＴが「１７１」を設置したことや利用方

法・伝達登録エリア（都道府県単位）等が知らされる。

２ 利用方法
固定電話や携帯電話等のあらゆる電話から接続・利用が可能となる。

(１) 伝言の録音（学校）

「１」・「７」・「１」にダイヤルする。

ガイダンスが流れる。

「１」をダイヤルする。

ガイダンスが流れる。

学校の電話番号を市街局番からダイヤ
ルし、伝言を３０秒以内で録音する。

(２) 伝言の再生（保護者）

「１」・「７」・「１」にダイヤルする。

ガイダンスが流れる。

「２」をダイヤルする。

ガイダンスが流れる。

学校の電話番号を市街局番からダイヤ
ルし、伝言を再生する。（新しいメッ
セージから再生される。）

(３) 伝言の録音時間
１伝言あたり３０秒以内

(４) 伝言の保存期間
録音時から４８時間

(５) 伝言の蓄積数
１番号あたり１～１０件
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